
議
員
提
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第
九
号
議
案

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
を
求
め
る
意
見
書

本
県
は
、
地
震
や
台
風
、
近
年
多
発
す
る
集
中
豪
雨
な
ど
、
極
め
て
多
種
の
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
自
然

条
件
下
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
甚
大
な
被
害
と
深
い
悲
し
み
を
経
験
し
て
き
た
。

昨
年
七
月
、
九
州
北
部
地
域
を
襲
っ
た
記
録
的
な
集
中
豪
雨
は
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
尊
い

人
命
と
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
た
。
そ
の
傷
跡
は
大
き
く
、
今
な
お
、
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
高
い
確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
沿
岸

部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
災
害
リ
ス
ク
か
ら
県
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み

強
化
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
は
、
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
広
く
国
民
に
認
識
さ
れ
た
よ
う
に
、
災
害
時
の
救
命
救
急
活
動
や

復
旧
・
復
興
活
動
を
支
え
る
中
九
州
横
断
道
路
や
中
津
日
田
道
路
な
ど
広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
は
不
可
欠
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
豪
雨
災
害
で
被
害
の
大
き
か
っ
た
日
田
市
の
花
月
川
や
有
田
川
、
中
津
市
の
山
国
川
な
ど
の
浸
水

被
害
の
解
消
に
は
ま
だ
ま
だ
年
数
を
要
し
、
治
水
事
業
費
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
併
せ
て
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
竹
田
市
に
お
い
て
は
、
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
た
稲
葉
川
流
域
で
は
大
き
な
被
害
は
見
ら
れ

ず
、
改
め
て
ダ
ム
の
効
果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
加
え
て
、
本
県
の
地
形
・
地
質
的
特
性
か

ら
土
砂
災
害
危
険
箇
所
数
が
九
州
で
最
も
多
い
た
め
、
土
砂
災
害
対
策
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

一
方
で
、
中
央
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
を
踏
ま
え
、
生
活
や
経
済
の
基
盤
で
あ
る
社
会
資
本
が
的
確
に
維

持
さ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
施
設
の
老
朽
化
対
策
へ
の
投
資
も
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
。

今
後
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
の
経
験
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
向
け
、
広
域
的

な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
防
災
・
減
災
対
策
や
耐
震
化
、
社
会
資
本
の
老

朽
化
対
策
を
加
速
度
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

中
九
州
横
断
道
路
は
、
豊
後
大
野
市
～
竹
田
市
間
の
事
業
中
区
間
の
早
期
完
成
と
、
竹
田
市
～
熊
本
県

境
間
の
早
期
事
業
化
を
図
る
こ
と
。

二

中
津
日
田
道
路
は
、
中
津
市
内
の
事
業
中
区
間
に
つ
い
て
は
早
期
に
完
成
さ
せ
、
日
田
市
～
中
津
市
間

の
未
着
手
区
間
に
つ
い
て
も
県
の
調
査
状
況
を
踏
ま
え
、
早
期
に
事
業
化
を
認
め
る
こ
と
。

三

大
分
川
ダ
ム
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

四

玉
来
ダ
ム
を
は
じ
め
、
河
川
、
砂
防
、
海
岸
事
業
等
の
防
災
・
減
災
対
策
、
建
築
物
等
の
耐
震
化
、
社

会
資
本
の
老
朽
化
対
策
を
進
め
る
た
め
の
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、
地
方
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
三
日

大
分
県
議
会
議
長

近

藤

和

義

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

参

議

院

議

長

平

田

健

二

殿

内

閣

総

理

大

臣

安

倍

晋

三

殿

財

務

大

臣

麻

生

太

郎

殿

国

土

交

通

大

臣

太

田

昭

宏

殿
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